
新国立劇場バレエ団

マノン
KENNETH MACMILLAN'S MANON

2020年2月22日（土）14:00 23日（日）14:00 26日（水）19:00  29日（土）14:00 3月1日（日）14:00

オペラパレス

Femme fatale 運命の女、なぜ破滅はかくも甘美なのか

＜写真のご請求、ご取材のお問い合わせ＞

（公財）新国立劇場運営財団制作部舞踊広報 櫻井眞夕美

email: sakurai_m7314@nntt.jac.go.jp tel.：03-5352-5735／fax：03-5352-5709 



言葉が届かないところへ
ドラマティック・バレエの真髄、
英国バレエの最高峰、マクミラン振付『マノン』



～マノンは最後はボロボロになって逝ってしまいますが、
愛する人の腕の中で死ぬことできたのです～

小野絢子インタビューより

『マノン』も『ロメオとジュリエット』も、ともにマクミラン作品で、両作品とも愛し合う恋人同士は悲劇的な死を迎えます。

ただ『ロメオとジュリエット』の最終シーンでのジュリエットは、とても現実では経験しえないような、本当に胸が張り

裂けてしまうような、これほどまでの絶望があるのかというくらい状況で、必然的に死を自ら選びます。

一方マノンは、デ・グリューと逃亡の果てに最後はボロボロになって逝ってしまいますが、彼女は愛するデ・グリュー

の腕の中で死ぬことが「できたのです。



時代を越えて人々を魅了しつづける運命の女 "マノン" 

1700年代にフランスの小説家、アベ・プレヴォーによって書かれたマノン・レスコーの物語は、プッチーニやマスネがオ
ペラにしたのをはじめ、絵画や映画の題材としても幾度も取り上げられています。時代を越えて人々の心を捕らえて離さ
ないファム・ファタル“マノン”。

マクミラン振付の『マノン』は英国バレエの最高峰と言われ、バレエ団の総合力が問われる作品としても知られています。
物語後半、愛ゆえひたすら破滅へと落ちてゆくかのような若い二人のドラマはあまりに美しくかつ壮絶です。

マクミラン独特のアクロバティックなリフトを多用したパ・ド・ドゥの数々はもちろん、動きの全てがセリフ以上に雄弁に登
場人物たちの想いを直截的に伝えます。

マスネの胸を打つ美しい旋律と相まって、物語はドラマティックに展開していきます。

新国立劇場バレエ団が総力を挙げて、バレエの真髄、生の舞台でしか味わえない最高のステージをお届けします。

どうぞご期待ください！



ものがたり

絶世の美少女マノンと神学生デ・グリューは恋に落ち、駆け落ちをする。

老富豪ムッシューG.M.はマノンの兄レスコーに彼女の身請け話を持ちかけ、大金と引き換えに兄レスコーの同

意を取り付ける。マノンとデ･グリューはしばし共に暮らすが、デ・グリューの留守中にムッシューG.Mが現れ、大金

でマノンを説得し愛人として彼女を連れ去ってしまう。

ムッシューG.Mのパーティーでマノンとデ・グリューは再会、マノンを説得するデ・グリューにマノンは「カードでイ

カサマしてムッシューG.Mの金を巻き上げられれば一緒に行く」と答える。だがイカサマは見破られてしまう。

逃亡するマノンとデ・グリュー。マノンは捕まりアメリカに流刑となる。デ・グリューはマノンを追ってアメリカへ渡る。

ボロをまとっていてすら美しい彼女は看守に口説かれる。そこへデ・グリューが現れ看守を刺し、マノンを連れて逃

亡する。

ルイジアナの沼地に逃げ込む二人だが、疲れ果てたマノンは倒れ、デ・グリューの腕の中で息絶える。



主要キャスト
詳しくは新国立劇場WEBサイトをご覧ください。

HTTPS://WWW.NNTT.JAC.GO.JP/BALLET/NEWS/DETAIL/26_016830.HTML
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マノン Manon 米沢 唯 米沢 唯 小野絢子 米沢 唯 小野絢子

デ・グリュー Des Grieux ﾜﾃﾞｨﾑ･ﾑﾝﾀｷﾞﾛﾌ
（英国ロイヤル・バレエ）

ﾜﾃﾞｨﾑ･ﾑﾝﾀｷﾞﾛﾌ
（英国ロイヤル・バレエ）

福岡雄大 井澤 駿 福岡雄大

レスコー Lescaut 木下嘉人 木下嘉人 渡邊峻郁 木下嘉人 渡邊峻郁



公演情報

◆公演日程・チケット

2020年2月22日（土）14:00 23日（日）14:00 26日（水）19:00 29日（土）14:00 3月1日（日）14:00

予定上演時間：約２時間４５分（休憩含む）

◆チケット料金（税込）

S席13,200円 A席11,000円 Ｂ席7,700円 C席4,400円 D席3,300円

◆チケットのご購入

新国立劇場ボックスオフィス03-5352-9999

Webボックスオフィスhttp://nntt.pia.jp/event.do?eventCd=1903839


